
一般社団法人サードパス 

2023年度事業報告書 

（2023年 10月 1日～2024年 9月 30日） 

 

1. 勉強会事業 

i. 医療関係者を対象としたオンライン勉強会「yururi（ゆるり）」を開催した。（奇数月ごとの開催） 

 

●第 33回 2023/11/07（火） 

「ニューノーマルの在宅医療」～デジタル技術から最新の認知症ケアまで～ 

髙瀬 義昌 さん（医療法人至髙会 在宅療養支援診療所 たかせクリニック 理事長） 

 

●第 34回 2024/01/22（月） 

「なぜ足りない？医薬品不足の背景」～製薬業界の現状から今後の国際情勢まで～ 

村上 和巳 さん（フリージャーナリスト） 

 

●第 35回 2024/03/01（金） 

「医療政策の短期および中長期の展望」 

～トリプル改定、地域医療構想、働き方改革を中心に～ 

島崎 謙治 さん（国際医療福祉大学大学院教授） 

 

●第 36回 2024/05/23（木） 

「ケアはどのように“ひらかれて”きたか」～ケアを言語化するという試み～ 

白石 正明 さん（医学書院編集者） 

 

●第 37回 2024/07/10（水） 

「起業家が見たフェムテック最新事情」～女性の健康課題を解決するための取り組みとは～ 

北 奈央子 さん（株式会社ジョコネ。代表取締役） 

 

●第 38回 2024/09/12（木） 

「自分をひらき、未来を照らす」～サードパス活動報告会＆参加者交流会～ 

 

  

【写真】yururiオンライン開催の様子 



 

ii. オンライン読書会「perari（ぺらり）」を開催した。（偶数月ごとの開催） 

 

●第 8回 2023/10/19（木） 

『摘便とお花見―看護の語りの現象学』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 8回～ 

 

●第 9回 2023/12/21（木） 

『感情と看護―人とのかかわりを職業とすることの意味』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 9回～ 

 

●第 10回 2024/02/15（木） 

『「脳コワさん」支援ガイド』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 10回～ 

 

●第 11回 2024/04/18（木） 

『驚きの介護民俗学』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 11回～ 

 

●第 12回 2024/06/20（木） 

『居るのはつらいよ：ケアとセラピーについての覚書』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 12回～ 

 

●第 13回 2024/08/21（水） 

『安全に狂う方法―アディクションから掴みとったこと』を読む 

～「シリーズ ケアをひらく」オンライン読書会 perari 第 13回～ 

 

 

iii. 10周年記念イベントとして、1泊 2日でのワークショップを開催した。 

 

●2024/06/01（土）13:30 ～ 06/02（日）12:00 

「サードパス 10周年感謝祭」 

～ 新たにひらく ”学び場” の姿を一緒に考える 2日間 ～ 

 

会場：島崎藤村ゆかりの宿 中棚荘（長野県小諸市） 

ゲストスピーカー：坂井 雄貴 さん（ほっちのロッヂの診療所 院長／一般社団法人にじいろド

クターズ 代表理事） 

グラフィックレコーディング：江村 康子 さん（グラフィックデザイナー兼イラストレーター） 

 

 



  
【写真】10周年感謝祭の様子 

 

【図】当日のグラフィックレコーディング 

 

iv. NPO法人 患者中心の医療を共に考え共に実践する協議会（JPPaC）や患者会との共催により、

ハイブリッド開催でクリスマスの集い「生きる喜び歌う喜び」を開催した。 

 

●2023/12/08（金）18:30～21:00 

「せたがやがやがや館」及び Zoomにて開催 

 



v. NPO法人オレンジアクトと協働で、大田区における認知症啓発活動を行った。 

＜主な活動＞ 

 大田区高齢福祉課より、認知症サポーター養成講座受付業務を受託 

 

 

2. その他の事業 

i. 「患者目線で革新的医療政策実現を目指すパートナーシップ（PPCIP：Partnership for Patient-

Centered Innovative Policy）」諮問委員会メンバーとして代表理事大屋が参画した。 

 

以上 



一般社団法人サードパス 

貸借対照表 

（2024年 9月 30日現在） 

   （単位：円） 

資産の部 負債の部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流動資産  流動負債   

現金預金 2,792,565 預り金 14,234 

売掛金 195,225  流動負債合計 14,234 

流動資産合計 2,987,790 固定負債   

   長期借入金 1,750,000 

    固定負債合計 1,750,000 

    負債の部合計 1,764,234 

    純資産の部 

    繰越利益剰余金 1,223,556 

    利益剰余金合計 1,223,556 

    純資産の部合計 1,223,556 

資産合計 2,987,790 負債・純資産合計 2,987,790 

 

  



 

一般社団法人サードパス 

損益計算書 

（2023年 10月 1日～2024年 9月 30日） 

  （単位：円） 

科目 金額 

Ⅰ経常収益     

１．事業収益     

ワークショップ収益 256,800   

書籍販売益 3,100   

オレンジアクト業務委託 1,590,837   

その他 27,500   

２．受取寄付金 0   

３．受取助成金 0   

４．その他収益     

  受取利息 214   

経常収益計   1,878,451 

Ⅱ経常費用     

１．事業費     

役員報酬 960,000   

事業所賃貸料 108,731   

外注費 85,608   

会議費 356,751   

旅費交通費 131,990   

通信費 25,656   

接待交際費 13,500   

支払手数料 28,920   

支払報酬料 144,370   

事業費計 1,855,526   

２．管理費     

給料手当 120,000   

法定福利費 166,894   

福利厚生費 7,826   

事業所賃貸料 108,730   

消耗品費 4,796   

租税公課 10,000   

管理費計 418,246   

経常費用計   2,273,772 

Ⅲ特別損失     

固定資産除却損 1   

特別損失計   1 

税引前当期純利益   △ 395,322 

法人税、住民税及び事業税   208,000 

当期純利益   △ 603,322 

 


